
ア
ル
フ
ァ
コ
モ
は
６

月
、
新
社
長
に
斉
藤

広
志
専
務
が
昇
格
、

就
任
し
た
。
松
本
義

博
社
長
は
会
長
に
就

任
。

斉
藤
　
広
志

（
さ
い
と
う
ひ

ろ
し
）１
９
８

１
年
入
社（
当

時
、マ
ル
ヤ
商
事
）。
91
年
取
締

役
。
２
０
０
３
年
ア
ル
フ
ァ
コ

モ
に
社
名
変
更
、
05
年
専
務
。

47
歳
。

ド
ッ
ド
コ
モ
デ
ィ
ティ
は
８
月

18
日
付
で
車
田
直
昭
副
社
長
が

社
長
に
就
任
し
た
と
発
表
し

た
。
車
田
知
之
社
長
は
取
締
役

に
。

車
田
　
直
昭

（
く
る
ま
だ
な

お
あ
き
）１
９
８

３
年
東
京
大
学

法
学
部
卒
、通
商
産
業
省
入
省
、

96
年
商
務
室
長
、
２
０
０
５
年

楽
天
、
松
井
証
券
の
出
資
・
支

援
を
得
て
、
ド
ッ
ト
コ
モ
ディ
テ

ィ
創
業
、
副
社
長
に
。
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私 の 意 見

た
の
は
、
６
０
０
人
を
超
す
大

勢
の
市
場
関
係
者
が
、
土
日
の

休
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

真
剣
に
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
に
凄

い
活
気
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。

中
国
へ
定
期
的
に
出
張
す
る
よ

う
に
な
っ
て
長
い
で
す
が
、
そ

の
つ
ど
大
き
く
変
わ
る
上
海
の

街
、
発
展
し
て
い
く
中
国
を
見

る
度
に
私
は
驚
き
を
隠
せ
ま
せ

ん
。
近
い
将
来
、
中
国
で
も
海

外
と
の
取
引
自
由
化
が
な
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ア

ジ
ア
に
お
け
る
一
大
金
融
革
命

で
あ
り
、
商
品
先
物
市
場
へ
の
新

た
な
参
加
者
の
出
現
は
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
日
本
市
場
が
真
に
国

際
的
に
認
め
ら
れ
る
市
場
を
目

指
す
な
ら
ば
、
そ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
ま
ず
は
ア
ジ
ア
各
国

の
人
々
の
た
め
の
市
場
と
し
て

地
位
を
確
立
す
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
最
近
、
Ｓ

Ｇ
Ｘ
と
Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
が
合
弁
で
Ｊ

Ａ
Ｄ
Ｅ
を
設
立
し
、
ア
ジ
ア
に

ド
ル
建
て
の
コ
モ
ディ
ティ
市
場

を
作
ろ
う
と
動
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
日
本
市
場
こ
そ

が
ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
市
場
と
な
っ
て

も
ら
い
た
い
、
各
国
の
取
引
所

を
リ
ー
ド
し
て
ア
ジ
ア
地
域
の

発
展
の
た
め
に
寄
与
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
昔
か
ら
願
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
日

本
市
場
の
ル
ー
ル
が
国
際
的
に

通
用
し
、
な
お
か
つ
利
便
性
の

高
い
市
場
と
し
て
成
熟
し
た
も

カネツ商事常務

水野　慎次郎

私
た
ち
は
、
長
年
に
わ
た
り

海
外
顧
客
の
開
拓
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
当
時
のRubber

Association
ofSingapore

の

ク
リ
ア
リ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ

イ
カ
ー
と
し
て
子
会
社
を
設
立

し
て
以
来
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

日
本
両
市
場
の
受
注
を
行
う
ブ

ロ
ー
カ
ー
業
務
を
今
日
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
フ

ァ
ン
ド
開
始
初
期
に
は
、
欧
米

の
Ｃ
Ｔ
Ａ
に
日
本
市
場
を
紹
介

し
、
欧
米
の
Ｆ
Ｃ
Ｍ
か
ら
の
オ

ム
ニ
バ
ス
・
ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
じ

て
日
本
の
商
品
市
場
の
利
用
を

促
し
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
日

本
市
場
の
多
く
の
商
品
に
対

し
、
海
外
か
ら
フ
ァ
ン
ド
玉
や

当
業
者
の
ヘ
ッ
ジ
玉
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実

で
あ
り
、
海
外
の
国
際
的
大
手

Ｆ
Ｃ
Ｍ
が
受
託
会
員
に
名
を
連

ね
る
ま
で
に
日
本
市
場
は
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
５
月
末
、
私
は
上
海

の
デ
リ
バ
ティ
ブ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
驚
い

ア
ル
フ
ァ
コ
モ
は

斉
藤
氏

市
場
情
報
開
示
、
建
玉
制
限
緩
和
な
ど
提
言

の
が
市
場
課
で
す
。

札
架
け（
相
場
表
）か
ら
売
買

の
監
視
な
ど
み
っ
ち
り
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年
の
11
月

か
ら
売
買
仕
法
が
板
寄
ザ
ラ
バ

折
衷
法
か
ら「
板
寄
式
」に
変

わ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
両
方
を

体
験
で
き
ま
し
た
。
そ
の
次
が

業
務
課
で
、
受
渡
し
を
担
当
し

ま
し
た
。

―
岩
戸
景
気
の
あ
と
の
高

度
成
長
期
、
売
買
も
受
渡

し
も
多
か
っ
た
の
で
は
？

平
子

出
来
高
は
連
日

の
よ
う
に
新
記
録
を
更
新

し
て
い
て
、
5
０
０
円
の

「
大
入
袋
」が
あ
り
、
初
任

給
１
万
８
、
０
０
０
円
の

半
分
以
上
に
も
な
っ
た
も

の
で
す
。
受
渡
し
数
量
も

毎
月
３
、
０
０
０
枚
か
ら

５
、
０
０
０
枚
に
も
な
る

の
で
す
か
ら
、
検
品
と
検

量
の
事
後
処
理
が
ど
う
し

て
も
間
に
合
わ
な
い
。

手
回
し
計
算
機
を
な
ら

べ
て
徹
夜
で
乗
り
切
っ
た

も
の
で
す
。

銘
柄
は
小
豆
が
中
心
で

し
た
。
ひ
と
つ
に
は
前
年

に
出
版
さ
れ
た
梶
山
季
之
の
小

説『
赤
い
ダ
イ
ヤ
』が
大
当
た
り

し
て
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
に
な
っ
た
影

響
も
あ
り
ま
し
た
。
立
会
場
で

撮
影
さ
れ
、
見
学
に
訪
れ
た
服

部
良
一
さ
ん
が
主
題
歌
を
そ
の

場
で
作
曲
し
て
い
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
深
刻
な
問
題
と
し

て
、
こ
の
前
後
か
ら
人
海
戦
術

に
よ
る
組
織
営
業
が
本
格
化

し
、
無
差
別
の
過
当
勧
誘
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
昭
和
42
年
の
商
取
法
の

改
正
と
な
り
、
不
拡
大
政
策
に

よ
る
冬
の
時
代
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
27
年
、
対
日
平
和
条
約

が
発
効
し
て
羽
田
空
港
が
日
本

に
返
還
さ
れ
、
や
っ
と
占
領
が

終
わ
っ
た
年
の
10
月
６
日
、
大

阪
穀
物
取
引
所
は
大
豆
、
小
豆

な
ど
雑
穀
5
品
の
取
引
所
と
し

て
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
５
年
10
月
に

大
阪
砂
糖
取
引
所
、
神
戸
穀
物

商
品
取
引
所
と
合
併
し
て
関
西

農
産
商
品
取
引
所
と
な
り
、
平

成
９
年
に
神
戸
生
絲
取
引

所
と
合
併
し
て
関
西
商
品

取
引
所
に
姿
を
か
え
て
い

る
。―

大
阪
穀
物
取
引
所

に
入
ら
れ
た
の
は
い
つ
頃

で
す
か
。

平
子

ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
暗
殺
が
あ
っ
た
昭
和
38

年
で
す
。
当
時
、
全
糧
連

の
副
会
長
だ
っ
た
木
谷
久

一（
東
穀
二
代
目
理
事
長
）

さ
ん
か
ら
、
大
穀
取
の
常

務
だ
っ
た
松
井
嘉
三
郎
さ

ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

試
験
を
受
け
て
４
月
1

日
に
初
出
勤
を
し
ま
し

た
。
丁
度
、
取
引
所
も
創

立
10
周
年
目
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ

で
、
私
は
22
歳
、
そ
れ
か
ら
40

年
間
ず
っ
と
在
籍
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

―
ま
だ
草
創
期
で
す
が
、

ど
ん
な
仕
事
を
最
初
に
？

平
子

先
物
取
引
の
こ
と
は

何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
勉

強
に
な
る
か
ら
と
配
属
さ
れ
た

手回し計算機並べて徹夜も 手回し計算機並べて徹夜も 

 

元
関
西
商
品
取
引
所
常
務
理
事

元
関
西
商
品
取
引
所
常
務
理
事 

（
現
、
大
阪
金
融
先
物
研
究
会
事
務
局
長
）
平
子
　
玄
一

（
現
、
大
阪
金
融
先
物
研
究
会
事
務
局
長
）
平
子
　
玄
一 

 

（1） （1） 

 

元
関
西
商
品
取
引
所
常
務
理
事 

（
現
、
大
阪
金
融
先
物
研
究
会
事
務
局
長
）
平
子
　
玄
一 

商
品
取
引
所
の
上
場
し
て
い
る

商
品
は
す
べ
て
残
す
が
、
出
来

高
な
ど
の
状
況
を
み
て
将
来
、

検
討
す
る
。
ま
た
、
商
い
振
興

の
た
め
、
定
率
会
費
を
ゴ
ム
は

１
枚
59
円
か
ら
29
円
に
、
ニ
ッ

ケ
ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
他

の
商
品
は
49
円
を
29
円
に
下
げ

る
と
と
も
に
一
般
会
員
の
定
額

会
費
も
２
分
の
１
か
ら
３
分
の

１
に
下
げ
る
。

ま
た
、
今
後
行
う
べ
き
対
策

を
協
議
す
る
た
め「
研
究
会
」

を
設
け
て
具
体
策
を
練
り
、
合

併
と
同
時
に
実
施
で
き
る
も
の

か
ら
実
施
す
る
。

福
岡
商
品
取
引
所
の
廃
止
・
合

併
に
つ
い
て
、
今
年
６
月
か
ら
検

討
し
て
き
た
市
場
特
別
委
員
会

（
委
員
は
商
品
取
引
員
11
社
の
代

表
、
委
員
長
は
河
村
勝
三
・
福
岡

商
取
相
談
役
）は
８
月
25
日
、
最

終
開
催
と
な
る
第
４
回
委
員
会

を
東
京
穀
物
商
品
取
引
所
で
開

き
、
関
西
商
品
取
引
所
と
の
年
内

最近の平子玄一氏

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
石
油

や
非
鉄
、
貴
金
属
、
農
産
物
の

当
業
者
の
ヘ
ッ
ジ
は
、
欧
米
の

市
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
担
当
者
は
昼
夜
逆
転
の
勤

務
に
あ
っ
て
取
引
を
行
っ
て
い

る
状
態
で
す
。
も
し
も
共
通
の

取
引
時
間
帯
を
持
つ
ア
ジ
ア

に
、
欧
米
の
市
場
と
同
等
に
ヘ

ッ
ジ
に
十
分
耐
え
う
る
市
場
が

あ
れ
ば
、
通
常
の
勤
務
時
間
に

取
引
が
可
能
と
な
る
わ
け
で

す
。
そ
の
意
味
で
も
、ア
ジ
ア
地

域
に
は
ま
だ
潜
在
的
な
市
場
利

用
者
が
多
く
存
在
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
先
、
私
た
ち
の
フ

ィ
ー
ル
ド
が「
日
本
市
場
」か
ら

「
ア
ジ
ア
市
場
」へ
と
広
が
っ
た

と
き
、
更
に
国
際
的
な
市
場
に

向
か
う
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
取
引
に
関
わ
る
双
方

の
国
が
相
互
的
で
堅
固
な
関
係

を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

中
国
の
動
き
に
注
目

日
本
市
場
を
ア
ジ
ア
の
た
め
の
市
場
へ

ド
ッ
ト
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
は

車
田
（
直
）
氏

中
部
商
品
取
引
所
と
大
阪
商

品
取
引
所
は
８
月
22
日
、
大
阪

で
合
併
調
印
式
を
行
っ
た
。
中

部
商
取
が
大
阪
商
取
を
吸
収
す

る
形
を
取
る
。
合
併
日
は
平
成

中
部
・
大
阪
商
取
が
合
併

上
場
商
品
は
当
面
維
持

19
年
１
月
１
日
。
新
取
引
所
の

名
称
は
中
部
大
阪
商
品
取
引

所
。
理
事
長
に
は
木
村
文
彦
中

部
商
取
理
事
長
が
就
任
す
る
。

新
取
引
所
で
は
当
面
、
大
阪

中部/大阪商品取引所
合併調印式記者会見

関
西
商
取
と

年
内
合
併
へ

福
岡
商
取
特
別
委

各界専門家が語る  

吸
収
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

決
議
概
要
は
次
の
通
り
。

福
岡
商
取
の
財
務
内
容
は
今

後
、
加
速
度
的
に
悪
化
し
て
い
く

の
み
と
判
断
さ
れ
る
。
同
取
引
所

は
早
急
に
閉
鎖
す
べ
き
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
固
有
の
上
場
商
品

は
存
続
し
、
会
員
、
顧
客
が
引
き

続
き
取
引
で
き
る
よ
う
、
関
西
商

取
と
の
合
併
が
適
当
。
関
西
商
取

と
の
協
議
を
鋭
意
進
め
、
年
内
を

目
途
に
合
併
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

商
品
フ
ァ
ン
ド
・
海
外
受
託
促
進
部
会

先
物
協
会
の
市
場
戦
略
会
議

４
部
会
の
う
ち
、
商
品
フ
ァ
ン

ド
・
海
外
受
託
促
進
部
会
は
昨
年

12
月
か
ら
の
検
討
結
果
を
ま
と
め

た
報
告
書
を
８
月
９
日
に
開
か

れ
た
制
度
政
策
委
員
会
に
提
出

し
た
。

市
場
情
報
開
示
の
あ
り
方
、
建

玉
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
フ
ァ

ン
ド
玉
・
海
外
委
託
玉
に
係
る
商

品
取
引
責
任
準
備
金
の
適
用
に
つ

い
て
、
清
算
機
関
の
さ
ら
な
る
充

実
に
よ
る
フ
ァ
ン
ド
・
海
外
受
託

の
促
進
策
な
ど
に
つ
い
て
は
部
会

と
し
て
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
た

が
、
項
目
に
よ
っ
て
は
意
見
表
明

だ
け
で
取
り
ま
と
め
に
至
ら
な

か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
意
見
の
一

致
、
不
一
致
を
整
理
し
た
形
に
な

っ
て
い
る
。


